ご 注意: 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正しく お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 梱 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http://Wwww.alinco.co.jp/denshi/14.html 
2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 


変更 に し な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/Www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 '〔 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 人 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 

その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 
http://www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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第 4 草 付 録 


可 作 潮見 表 REN SD 5 ロ 


き 、 ン る | ky そ を Ss < 6 キュ 


DJ-X ら の 特徴 = 


DJ-X ら は 、 小 さ な ボ ディ に 多彩 な 機能 を 搭載 し た ワイ ドバンド レシ ー バ ー で す 。 

使い や すい シン プル な キー 配列 、 商 単 な キ ー 操 作 で 、 広 常 域 の コミ ュ ニ ケー ショ ン メ ディ 
ア を ワイ ド に 体験 で きま す 。 

DJ-X2 に は 次 の よう な 特徴 が あめ あり ます 。 


| 重 外 付 け 電 池 不要 で 小玉 


詳細 は 、 
DJX2 は 本 体内 に リチウム イオ ン 電 池 を 内 蔵 し て い 
ます の で . 外 付け の 電池 が な く て も お 使い に な れ ま す 。 | | ッ 「 付 属 品 に つい て 」 (P.10) 


. また 、 付 属 の 乾電池 ケー ス を 取り 付け て 、 単 3 乾 電 を お 読み くだ さい 
池 で も お 便 い に な れ ま す 。 
9 二 らき ご 
ら つ の 操作 モー ドー 詳細 は 、 
時 DJ-X2 に は 、 キー 卓 作 の 礁 囲 が 少な く 科 単に 授 作 で 消 「 イ ー ジ ー モ ー ド と 
きる 「 イ ー ジ ー モ ー ド 」 と 、 多 く の 繊 能 を 搭載 し た 「 エ エキ スバ パー トモ ー ド 」 (P.17) 
キス バー トモ ー ド 」 の 2 つの 操作 モー ド が あり ます 。 由 を お 読み くだ さい 
mn 
多彩 な メモ リー 可 能 
通常 の 時 び 出 し に 使う メモ リー チャ ン ネ ル の 他 に 、 、 
スキ ャ ン す る 範囲 の 上 限 ・ 下 限 を 設定 で きる 「 ブ ロ 詳細 は 、 


グラ ムチ ャ ン ネ ル 」 や 、 ら つの 周 激 数 を 交互 に 受信 取 「 メ モリ ー 機 能 ] (P.33) 
で きる 「 ブ プラ イオ リティ ー チ ャ ン ネ ル 」 な ど 、 多 彩 軒 刻 。 を お 読み くだ さい 。 
な メモ リー 機能 を 打 載 し て いま す 。 


2 ミー で 

に ョ 。 宣 cr 。 
。  . 盗 陸 機 を 探知 基層 
深 肝 柏 で 使わ れ そ うな 周 近 数 を 探知 する 異 胡 が あり 全 = ロ . 
ます 。 雇 時 棚 が ある と 判 所 する と 、 デ ィ ス プレ イ と 」 
鶴 告 省 で 知ら せま す 、 上 = 読み くだ で し 
[本 

ame 

記 反 内 話 昌 馬 で 音戸 を 反転 し て いる 信号 を 元 に 。 議 「 音 声 反転 秘話 各 能 」(P.40) 


辰 す 殿 能 で す . を お 読み くだ さい ゝ 。 


へ まま = 


電波 法 上 の ご ま 意 還 隊  : に 馬 ! 崩 
電波 法 第 59 条 で 「 特 定 の 相手 方 に 対し て 行わ れる 無線 通信 を 傍受 し て 、 そ の 存在 若しくは 
内 容 を 漏らし 、 又 は これ を 碗 用 し て は な ら な い 』】 と 通信 の 秘密 に 関し て 定め られ て いま す 。 
本 機 の 取り 扱い に は 十分 配 應 し 、 悪 波 法 を 守っ て 下さ い 。 


馬 お 願い と お だ わ ゎ り  、 凍 還 こ 。 
・ 本 機 は 厳重 な 管理 の 下 に 生産 及び 出荷 され ます が 、 万 が 一 、 選 不審 な 点 や お 気付 き の 点 
が あり まし た ら 、 出 来る だ け 早 く お 買い 上 げ い た だ いた 販売 店 また は 弊社 営業 所 へ ご 連 
絡 下 さい 。 
・ 本 機 は 広帯域 受信 寺 で す の で 、 本 体 の 内 部 発振 (スプ リア ス ) に より 、 受 信 出 来 な か っ た 
り 、 雑 音 を 発生 する 周波 数 も あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 
・ こ の 取扱 説明 書 は 、 予 告 な く 変更 する こと が あり ます 。 


wie) | 玉 有 
付属 品 に つい て エミ 二 」 
DJ-X ど に は 、 次 の も の が 付属 し て いま す 。 ご 確認 くだ さい )。 

デポ 


充電 器 付き 乾 悪 池 ケ ー ス (EDH-27) 
- AC アダ プター(EDC-75) 

・ イヤ ホン 

・ 科 易 操作 シー ル 

・ コ ネクター キャ ッ プ 


ゲ アンテ ナ の 取り 付け 
アン テ ナ は DJ-X ら 本 体 右 上 の SMA 型 ア 
ン テ ナ コネ クタ ー に 取り 付け ます 。 
アン テ ナ の 根元 を 持ち 、 図 の よう に 時 計 
方 向 ( 右 ) に ゆっ くり 回 し ます 。 


取り 外す と き は 、 反 時 計 方 向 ( 左 ) に 回 し ます 。 


男 内 大 下池 の 充電 
本 体内 苦 の リチウム イオ ン 電 池 の 充電 に は 、 付 属 の 充電 器 付 き 乾 吉池 ケー ス (EDH-27) と 
AC アダ ブタ ー(EDC-75) を 使い ます 。 


7 DJ-xe 本 体 に EDH-27 を 取り 付け ます 。 
乾電池 ケー ス 上 部 の ツメ を DJ-X2 本 体 の 


上 面 の 溝 に 合わ せ て か ら 、 図 の よう に 
EDH- ど 7 の 下部 を 本 体 に 取り 付け ます 。 
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ググ AC ア ダブ ター の AC アダ プター プラ グ を 、EDH-27 の 外部 電源 ジャ ッ ク に 差し 込み 
ます 。 


び 重 源 プラ グ を 家庭 用 電 源 AC100V の コン セン ト に 差し 込み ます 。 
EDH-27 の 充電 表示 ラン プ が 点灯 し 、 充 電 を 開始 し ます 。 


メ モ 
ヾ ・ 充電 に は 約 2 時 間 か か り ま す 。( リ チ ウ ムイ オン 電池 の 消費 状態 に より 異な り ます 。) 
ご / 充電 時 は 、 内 大 / 外 部 バッ テリ ー 切 り 替 え ス イッ チ の 位置 は 「EXTERNAL]、 
[BATTERY」 の どちら で も か まい ませ ん ,。 
・ 通常 の 使用 で 約 500 回 の 到 電 が 可能 で す 。 


』 注意 ! 
"= ・ 充 電 時 は 、 必 ず DJ-X ら の 電源 を OFF に し て くだ さい 。 
| ・ 充 電 し な いと き は 、AC アダ ブタ ー を コン セン ト か ら 外 し て お いて くだ さい 。 
・ 他 社 製 品 の 充電 な ど に は 、 絶 対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
・ 充 電 端 子 を 金属 片 な ど で 短 結 さ せる と 、 本 体 に ダメ ー ジ を 与え る 場合 が あり ます 。 
・AC1UOV が 著しく 低下 する と 充電 で き な い こと が あり ます 。 
・ 充 電 よ ロー 40 や の 範 団 で お こ な っ て くだ さい 。 


11 


d と - ーー E ee 
表 。 マ や マッ - 内 


DJ-X ら は 、 内 成 充電 池 の ほ か に 単 3 ア ル 
力 リ 乾電池 で も 使用 で きま す 。 

充電 器 付 き 乾 電池 ケー ス (EDH-27) に 、 
アル カリ 単 3 乾 電池 を 図 の よう に セッ ト 
し ます 。 


・ 電 池 の 極 性 を 問 違 えな いよ うに し て くだ さい 。 
・ 電 池 交 換 時 は 、3 本 と も 新しい 閉 電 池 を 使用 し て くだ さい 。 ま た 、 乾 電池 は 3 本 と も 同じ 
種類 の も の を 使用 し て くだ さい 。 


メ モ 
N オー トバ ワー オフ 帳 能 (P.45)、 バ ッ テ リ ー セ ー プ 機 能 ( ビ .44) を 使う と 電池 が 長持ち し ます 。 


1 ら 8 


外観 図 ke 


図 は 、 充 電器 付き 乾電池 ケー ス (EDH-27) を 付け た 状態 で す 。 


本 前 面部 


ディ スプ レイ 
周波 数 や 、 各 種 設定 内 容 な ど を 表示 し ます 。 
(P.16) 


ANT __MOOE SET キー ボー ド に 較 
aoE SE モー ド の 切り 替え や 、 各 種 設定 に 使い ます 。 
P.15) 
SCHT BANK STEP/SKIP ENTEH 
し fhium-inn ATTERY INSIDE 
スピ ー カ ー 


薄型 スピ ビー カー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


イヤ ホン ジャ ッ ク 
付属 の イヤ ホン を 接続 する ジャ ッ ク で す 。 


電源 スイ ッ チ 
電源 を ON/OFF し ます 。(P.17) 


アン テ ナ コ ネクター 
20 502 で 3 
(P.10) 


ENETSEW。。 


貴 薄 (て 法 Q 器 史 
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[4A/ マ ] キ ー 
周波 数 の 増減 や 、 各 種 設定 に 使い ます 。 


バッ テリ ー 切 り 替 え ス イッ チ 
内 蔵 / 外 部 (EDH-27) の どちら の バッテリー を 
使う か を 切り 替え る スイ ッ チ で す 。 


外部 電源 ジャ ッ ク 
内 感 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー の 充電 時 に 、 
AC ア ダ プ ター を 接続 し ます 。 


充電 表示 ラン プ 
内 蔵 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー の 充電 中 に 点 
灯 し ます 。 


運用 モー ド を 切り 替え ます 。 (520) 
F 点 灯 状 態 で は 、 メモリー の 書き 込み 、 消 去 に 使い 
ます 。 (P.39) 
VFO モ ー ド で 周波 数 を 調整 する と き 、 押 し な が ら 
[ 全 /〒] キ ー を 押す と 、1 MHz 単位 で 周波 数 を 増減 
し ます 。(P821) 

F 点 灯 状 態 で は 、 使 用 する アン テ ナ を 切り 替え ます 。 
(P.36) 


Pe [V/P/M (MW)] キ ー 


[1MHz (ANT)] キ ー 
スキ ャ ン を 実行 し ます 。(P.2) 


AN キー 態 で は 、 電 波 型 式 を 切り 替え ます 。(P.37) 


音量 、 ス ケル チレ ベル を 調整 し ます 。(P.18) 
④ 」 [VOL/SQL (SET)] キ ー | F 点 灯 状 態 で は 、 セ ッ ト モ ー ド の 項目 を 切り 替え ます 。 
(P.41) 
* [MONI (SCRT)] キ ー 


押し て いる 間 ス ケル チ が 開き ます 。(P.198) 
[10MHz (BANK)] キ ー 


F 点 灯 状 態 で は 、 音 声 反 転 秘話 機能 に 使用 し ます 。 

(P.4O) 

VFO モ ー ド で 周波 数 を 調整 する と き 、 押 し な が ら 

[A/ マ ] キ ー を 押す と 、10MH2 単 位 で 周波 数 を 増 

減 し ます 。(P.21) 

プリ セッ ト 、 メ モリ ー バ ンク を 切り 替え ます 。 

プロ グラ ム ス キ ャ ン の チャ ン ネ ル 選 択 と 開始 に 使 

いま す 。(P.23) 

US (STVSKT] キ ー | a 態 で は 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 、 メ モリ ー ス 
キッ プ の 設定 に 使い ます 。(P.38、39) 
加 種 設定 の 開始 と 決定 に 使い ます 。 


[FUNC/ENTER] キ ー キー ロッ ク 機 能 に 使い ます 。(P 2 フ ) 


「F」 点灯 状 態 と は 、[FUNC/ENTER] キ ー を 押し て 、 デ ィ ス プレ イ の 左上 に 「F」 を 点灯 
させ た 状態 で す 。 
イー ジー モー ド で は 、 キ ー ロ ッ ク 機 能 以 外 に [FUNC/ENTER] キ ー は 使用 で きま せん 。 


に 2 


評論 (T 汐 S 品 玖 


喝 落 (Y 著 I 民 9 中世 


上 9 ポ 1 
る ga 謗 な _。』 
aa や $ ーー = 
ディ 用 フレ イィ 計 まま 』 寺 
図 は 全て の 表示 が 点灯 し た 状態 で す 。 
① ③ ④ 。 る ⑦ 


[ 当 WFM AM ( 加 ATTO-m 
ロロ 717 
ロロ ルル 44 し 4 し し し ( 


エリ 
[ ァ 


hJun 
Ln で 


各種 設 定時 に [FUNC/ENTER] キ ー を 押す と 点灯 し ます 。 


メモ リー スキ ッ プ 機能 設定 時 に 点灯 し ます 。 
アッ テ ネ ー タ ー が ON の と き に 点灯 し ます 。 


メモ リー の チャ ン ネ ル No. を 表示 し ます 。 
周 没 数 や 名 種 設定 内 容 な ど を 表示 し ます 。 
信号 の 受信 レベ ル を 表示 し ます 。 


ディ スプ レイ に アル ファ ベッ ト を 表示 する 場合 、「M]」 や 「IK」 な ど 一 部 正確 に 表示 で き 
な い 文 字 が あり ます 。 また 、 ひと つの 単語 内 に 大 文字 、 小文字 が 混在 する 場合 も あり ます 。 
次 の 例 を ご 参照 くだ さい 。 


芋 " 1 所 


ロ 
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章 DJ-X2 を 使っ て みよ う 


イニ 8 記 モ ーー と エキ ス / 三 トモ ー ド - 
DJ-X ら に は 、 キ ー 操 作 の 範囲 が 少な く 簡 単に 操作 で きる 「 イ ー ジ ー モ ー ド 」 と 、 多 く の 
機能 を 搭載 し た 「 エ キス パー ト (Pro) モ ー ド 」 の ら つ の 操作 モー ド が あり ます 。 

イー ジー モー ド は 、 無 線 機 の 取り 扱い に 慣れ て いな い 方 や 、 初 め て DJ-X2 を お 使い に な 
る 方 に お すす めす る モー ド で す 。 

エキ スパ ー ト モー ド で は 、 受 信 や スキ ャ ン に 関す る 詳細 な 設定 が で き 、 イ ー ジ ー モ ー ド よ 
り い ろ い ろ な 操作 や 機能 が 楽し め ま す 。 

(初期 設定 は イー ジー モー ド で す 。) 

DJ-X ら を 初め て お 使い に な る 場合 は 、 ま すず イー ジー モー ド で 基本 的 な 操作 を 理解 し た 上 
で 、 エ キス バー トモ ー ド で いろ いろ な 機能 を お 楽し みく だ さい 。 

この 章 で は 、 イ ー ジ ー モ ー ド で の 基本 的 な 操作 に つい て 説明 し ます 。 


了 ns 
電源 スイッチ 蘭 . 生 、。 1 了 還 . 
まず 、D ロ J-X ら の 電源 を ON に し て み ま し ょ う 。 
電源 を ON に する 前 に 、 内 蔵 / 外 部 バッ テリ ー 切 り 替 え ス イッ チ の 位置 を 確認 し て くだ さい 。 
EXTERNAL 側 ( 上 ) EE 彰二 池 (EDH-27) を 使う 場合 。 

BATTERY 側 ( 下 ) に ドド ーー ドー 内 蔵 リ チ ウ ムイ オン 電池 を 使う 場合 。 


DJ-X 本 体 上 部 の 電源 スイ ッ チ を PWR ONN 側 ( 石 ) に スラ イド させ る と 、 電源 が 入り ます 。 
ディ スプ レイ に 「HELLol」 と 表示 され ます 。 


電源 スイ ッ チ 


N メ モ 
3 
NR 


at 注 拓 ! 
菩 内 蔵 / 外 部 バッ テリ ー 切 り 替 え ス イッ チ を 切り 替え る と き は 、 必ず 電源 を OFF に し て くだ さい 。 


re 


4 


(町 まり 閑 軒 ご XFP ロ 


1 ア 7 


ゆ 守 ま U 六 認 GX-T ロ 


音量 の 調整 。。 委 < , 記 
次 に 、 音 量 を 調整 し ます 。 手順 は 次 の と お り で す 。 


[VOL/SQL (SET)] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「voL」 と 表示 され ます 。 


グ [4/ マ ] キ ー で 音量 を 調整 し ます 。 
0 一 20 の 21 段階 で 調整 で きま す 。 数 字 が 大 きく な る ほど 音量 が 大 きく な り ま す 。 


づ [FUNC/ENTEH] キ ー を 押し ます 。 


育 が 出 な いと き は ? 
スケ ル チ が 閉じ て いる 場合 は 、 音 量 の 数 字 を 大 きく し て も 受信 音 は 聴こえ ませ ん 。 
詳細 は 、 次 の 「 ス ケル チ の 調整 」 を お 読み くだ さい 。 


スケ ル チ の 調整 - 各 記 鞭 
スケ ル チ と は 、 一 定 レベ ル 以 上 の 信号 を 受信 し た と きのみ 、 ス ピー カー か ら 音 を 出す 機能 
で す 。 受信 信号 が な いと き に スピ ー カ ー か ら 出 る 雑音 を カッ ト で さき 、 待 ち 受 けし や すく な 
り ます 。 

スケ ル チ が 動作 し て いる 状態 か ら 、 信 号 を 受信 し 受信 音 を 出す 状態 に な る こと を 「 ス ケル 
チ が 開く 」 と いい ます 。 逆 の 場合 を 「 ス ケル チ が 閉じ る 」 と いい ます 。 


還 ス ケル チレ ベル の 設定 
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スケ ル チ は レベ ル を 設定 する こと に より 、 ど の 程度 の 信号 を 受信 し た と き に スケ ル チ が 開 
く か を 調 整 で きま す 。 手順 は 次 の と お り で す 。 


[VOL/SQL (SET)] キ ー を 回 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「SqL」 と 表示 され ます 。 


グ の [4/ マ ] キ ー で スケ ル チ レ ベル を 調整 し ます 。 
0 5 の 6 段階 で 調整 で きま す 。 数字 が 大 きく な る ほど スケ ル チ が 開き に くく な けり ます 。 


FUNC/ENTER] キ ー ま た は [VOL/SQL (SET)] キ ー を 押し ます 。 


メ モ 
EiRUERE 


圏 モ ニタ ー 機 能 
スケ ル チ を 強制 的 に 開く 機能 で す 。 受信 信号 が 弱かっ た り 言 が 遼 切 れる と き に 、 設 定 され 
た スケ ル チ レ ベル に か か わら ず 、 一 時 的 に スケ ル チ を 開き ます 。 


7 [MON (SCRT)] キ ー を 押し ます 。 
押し て いる 間 、 ス ケル チ が 開き ます 。 


ググ [MONI (SCRT)] キ ー を 可 す と 、 再 び 設 定 さ れ た スケ ル チ レ ベル に 戻り ます 。 


これ で 、 信 号 を 受信 する た め の 準 備 が で きま し た 。 次 は 、 実 際 に 周波 数 を 合わ せ て 、 信 号 
を 受信 し て み ま し ょ う 。 
次 の セク ショ ン で は 、DJ-X ら が 持つ 3 つの 運用 モー ド に つい て 説明 し ます 。 


まり 末 村 GX-P ロ 


ー 。 評 た 'f 
9 の jp: 諸 本 洋 
四 ru で ーー 9 
ub Ei 
3 つの 運用 モー ド pt 押 


DJ-X ら 2 に は 、VFU モー ド 、 プ リセ ッ ト (PRESET「) モ ー ド 、 メ モリ ー(MR) モ ー ド の 3 つ 
の 運用 モー ド が あり ます 。 


VFO モ ー ド ーーー[ 人 / 補 ] キ ー で 周波 数 を 設定 する モー ド で す 。 

レ プリ セッ トモ ー ド ・・・・ AM ラジ オ 、FM ラジ オ 、TV 1 一 6 チャンネル 
の 周 小数 が あら か じ め セ ッ ト さ れ て いま す 。 

ロ 2 本 所 二 人 No rww hi mb あら か じ め 登 録 し て お いた 周波 数 を 呼び 出し て 運 
kg 用 する モー ド で す 。 
DO 
を メ モ 
人 イー ジー ャ ー Fcg ァ モ リーmrre ま Av メモ リー を する 9 に は エキ スト 
て ご モー ド に 切り 替え て くだ さい 。 詳細 は 、「 エ キス バー トモ ー ド へ の 切り 替え ] (P.32)、「 メ モ 
の リー 機能 」(P.33) を お 読み くだ さい 。. 
つ 


画 運用 モー ド の 切り 替え 
[VP/M (MW)] キ ー を 押す ご と に 、 図 の よう に モー ド が 切り 奪わ り ま す 。 


メモ リー モー ド 


プリ セッ トモ ー ド 
O 


MW 


メ モ 
IN メモ リー モー ド に 何 も 登 録 さ れ て いな いと き は 、 メ モリ ー モ ー ド は スキ ッ プ され 、VFO モ 
ー ド 一 プリ セッ トモ ー ド 一 VFD モー ド -… の 順に 切り 替わり ます 。 


ど 0 


周波 数 の 設定 PO 有 


画 VFD モー ド で の 設定 
[4/] キ ー を 押す と 、 周 波数 が 1 ステ ッ プ 単位 で 増減 し ます 。 


・[1MHz (ANT)] キ ー を 押し な が ら [ 全 /〒] キ ー を 押す と 、1MHz 単位 で 周波 序 が 増減 し 


ます 。 


- [10MHz (BANK)] キ ー を 押し な が ら [ 人 る /〒] キ ー を 押す と 、10MHz 単位 で 周波 数 が 増 


減 し ます 。 


周波 迷 を 増減 


1MHz 単 位 で 増減 


10MHz 単 位 で 増減 


一 ブ プリ セッ トモ ー ド で の 設定 


す [ijOMHz (BANK)] キ ー で 時 き た い バ ンド 帯 を 選択 し ます 。 


[1OMHz (BANK)] キ ー を 押す ご と に 、 バ ンド 帯 が AM ラジ オ 一 FM ラジ オ TV 


っ AM ラジ オ … の 順に 切り 替わり ます 。 


の [4/ マ ] キ ー で 周波 数 (TV の 場合 は チャ ン ネ ル ) を 増減 し ます 。 


メ モ 
NN ・ AM ラジ オ の 場合 は 、 デ ィ ス プレ イ 上 部 に 「AM」 と 表示 され ます 。 
FM ラジ オ 、TV の 場合 は 、 デ ィ ス プレ イ 上 部 に 「WFM」 と 表示 され 、 そ の 下 に FM ラジ 
オ の 周波 数 また は TV の チャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 


ど 1 


uT 滞 財 り 尊 GX-P ロ 


UTU 閑 評 CX-F ロ 


ww | きま 
スキ ャ ン 機 能 ik > 4 必 
スキ ャ ン と は 、 周 波数 を 周期 的 に 変化 させ て 受信 し 、 信 号 の 出 て いる 周波 数 を キャ ッ チ す 


る 機能 で す 。 
DJ-X2 に は 、 次 の スキ ャ ン 機 能 が あり ます 。 
VFO ス キャ ン ・・ ーー ーーVFU モー ド で 、 信 号 の 出 て いる 周波 数 を 探し 出 
し ます 。 
プリ セッ トス キャ ン …… ・ プリ セッ トモ ー ド で 、 信 号 の 出 て いる 周波 数 を 探 
し 出し ます 。 
回 グラ ムキ も や ルッ ュー パテ 5 あら か じ め セ ッ ト さ れ た 周波 数 の 上 限 ・ 下 限 の 和男 
囲 内 を スキ ャ ン し ます 。 
メモ リー スキ ャ ンー メモ リー モー ド 時 に 、 設 定 し た バン ク 内 を スキ ャ 
ン し ます 。 
硬 VFD スキ ャ ン 


7 [V/P/M (MW)] キ ー で 、VFO モー ド に し ます 。 


の [SCAN (MODE)] キ ー を 押し ます 。 
VFO スキ ャ ン を 開始 し 、 デ ィ ス プレ イ の 「.」 (小数 点 ) が 点滅 し ます 。 


信号 を キャ ッ チ する と 、 ス キャ ン を 一 時 停止 し ます 。 


較 プ リセ ッ ト ス キャ ン 
[WP/M (MW)] キ ー で 、 プ リセ ッ ト モ ー ド に し ます 。 


の []OMHz (BANK)] キ ー で 、AM ラジ オ 、FM ラジ オ 、 ま た は TV を 選択 し ます 。 


どど 


づ [SCAN (MODE)] キ ー を 押し ます 。 
プリ セッ トス キャ ン を 開始 し 、 デ ィ ス プレ イ の 「.」( 小 数 点 ) が 点滅 し ます 。 


結 号 を キャ ッ チ する と 、 ス キャ ン を 一 時 停止 し ます 。 


還 プ ログ ラム スキ ャ ン 
スキ ャ ン す る 範囲 の 上 限 と 下限 を 設定 し て 、 その 範囲 内 を スキ ャ ン し ます 。 設定 し た 上 限 、 
下限 の 周 小数 を プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル と 呼び 、DJ-X ら に は 20 組 の プロ グラ ムチ ャ ン ネ 
ル を 登録 で きま す 。 
AO00O と BOO0、AO1 と BO1 と いう よう に 、 上 限 下 限 の 組み 合わ せ を 設定 し ます 。 設 定 
方 法 の 詳細 に つい て は 、「 チ ャ ン ネ ル の 登録 」(P33) を お 読み くだ さい 。 
プロ グラ ム ス キ ャ ン の 操作 手順 は 次 の と お り で す 。 


7 [V/P/M (MW)] キ ー で 、VFO モー ド に し ます 。 


ググ [Ps (STEP/SKIP)] キ ー を 押し ます 。 
プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル が 表示 され ます 。 


づ [4A/Y] キ ー で プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


2、4 


同じ 番号 の AB 間 を スキ ャ ン し ます 。 
例え ば 、AO0 1 を 選択 する と 、A0]1 か ら BO1 方 向 に スキ ャ ン を 開始 し ます 。 ま た 、 
BO1 を 選択 する と 、BO1 か ら AO1 方 向 に スキ ャ ン を 開始 し ます 。 


どう 
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[ps (STEP/SKIP)] キ ー を 押し ます 。 
プロ グラ ム ス キ ャ ン を 開始 し ます 、 デ ィ ス プレ イ の 「.」 (小数 点 ) が 点滅 し 、「[PS」 が 
点灯 し ます 。 信 号 を キャ ッ チ する と 、 ス キャ ン を 一 時 停 止 し ます 。 


さ 


メ モ 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 時 の ステ ッ プ 周波 数 と 電流 型式 は VFO 時 の 設定 に より ます 。 


罰 メ モリ ー ス キャ ン 

メモ リー モー ド 時 に 、 特 定 の バン ク 内 また は 全て の バン ク 内 を スキ ャ ン し ます 。 

メモ リー スキ ャ ン に は 次 の 3 種類 が あり ます 。 

人 ジウ クス ギ キ ギャン やう ー…・ 選択 し た ) つの バン ク 内 の み を スキ ャ ン し ます 。 

ルル ジグ クリ ンク え ギ セン シー て の の スキ ャ ン す る バン ク を 最大 5 つま で リン ク さ せ 
て 、 そ の バン ク 内 を スキ ャ ン し ます 。 あら か が じ め 、 
リン ク 設 定 が 必要 で す 。 設 定 方 法 に つい て は 、 
「 バ ンク リン ク 設 定 ] (P.42) を お 読 みく だ さい 。 

全 バ ンク スキ ャ ン 。  …… DD て ー9 の バン ク が スキ ャ ン の 対象 と な り ま す 。 


メモ リー スキ ャ ン の 操作 手順 は 次 の と お り で す 。 


了 メモ リー モー ド で 、[SCAN (MODE)] キ ー を 押し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン の 種類 が 表示 され ます 。 


の [4/ マ ] キ ー で メモ リー スキ ャ ン の 種類 を 選択 し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン の 種類 を 選択 


MEMory - バン クス キャ ン 

LInk . パ ンク リン クス キャ ン 

ALL - 全 バ ンク スキ ャ ン 
バン クス キャ ン を 選択 し た と き は 、 メ モリ ー モ ー ド で 表示 され て いる バン ク が . スキ 
ャ ン の 対象 と な り ま す 。 


ど 4 


ば [SCAN (MODE)] キ ー を 押し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン を 開始 し 、 デ ィ ス プレ イ の 「.」( 小 散 点 ) が 点 減 し ます 。 
信号 を キャ ッ チ する と 、 ス キャ ン を 一 時 停止 し ます 。 


NN 


メ モ 

次 の 項目 は 各 ス キャ ン に 共通 の 仕様 で す 。 

・ スキ ャ ン の 開始 方 向 は 、 最 後に 操作 し た 方 向 に よっ て 決ま り ま す 。( プ ログ ラム スキ ャ ン 
時 を 除く 。) 

- スキ ャ ン 中 に [る / ヤ ] キ ー を 押す と 、 ス キャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。 

・ ス キャ ン を 一 時 停止 する に は 、[/ ヤ ] キ ー、[MONI (SCRT)] キ ー 以 外 の キー を 押し ます 。 
・ ス キャ ン 中 に [MONI (SCRT)] キ ー を 押す と 、 押 し て いる 間 ス キャ ン を 一 時 停止 し スケ ル 
チ が 間 きま す 。[MONI (SCRT)] キ ー を 離す と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
スキ ャ ン を 再開 する 条件 を 設定 する こと も で きま す 。 詳細 は 、「 タ イマ ー ス キャ ン / ビ ジー 
スキ ャ ン 設 定 」(P.44) を お 読み くだ さい 。 


どら 5 
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由記 本 


WT “ 
に ee | 


盗聴 機 で 使わ れ そ うな 周波 数 を 登録 し た メモ リー バン ク で スキ ャ ン さ せ て 盗聴 電波 を 探知 
する 機能 で す 。 盗 聴 機 が め ある と 判断 する と 、 デ ィ ス プレ イ と 警告 音 で 知ら せま す 。 


※ 注意 ! 
旧 この 機能 を 動作 させ る と き は 、 必 ず イ ヤ ホ ン を 外し て くだ さい 。 


す [MONI (SCRT)] キ ー を 押し な が ら 電 源 を ON に し ます 。 
ディ スプ レイ に 「 欠 が 点灯 し 、 設定 し た メモ リー バン ク に 従っ て 自動 的 に スキ ャ ン 
を 開始 し ます 。 


vwSnu 刺 2xTn 靖 


ます 。 


[VOL/SQL (SET)] キ ー を 押し 、 音 暑 を 調整 で を きる よう に し ます 。 
バウ リン グ の 音 が 本 体 の 向き で 発生 する よう に 音量 を 調整 し 、 盗聴 比 を 探し 出し ます 。 
この と き ス ピー カー の 開口 部 を 構 が な いで くだ さい 、。 


メ モ 
IN 
お 計 あ くだ さい 。 
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ど ト ペー ーー も 人 き パ NG テ 
間  ・ 扉 や 窓 を 閉め た 静 か な 奈 境 で 動作 させ て くだ さい 。 周 り の 音 が 大 きい と 、 盗 角 を 発見 し 
4 に くく な り ま す 。 


・ 電波 状況 に より 、 正 確 に 動作 し な いこ と が あり ます 。 

・ 滅 電圧 の 状態 で は 、 正 常に 動作 し ませ ん 。 必 ず 内 蔵 の り チ ウム イオ ン 電 池 を 満 充 電 に する 
か 、EDH-27 を 使用 する 場合 は 、 新 し い ア ルカ リ 乾 電池 で 供給 し て くだ さい 。 

・ こ の 機能 は ハウ リン グ の 有無 に より 盗聴 電波 を 探 和 する た め 、 動 作 中 に 大 き な 音 が 出る 場 
合 が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 

・ 検 知 で きる 範囲 は 盗聴 機 の 種類 に も より ます が 、8 畳 か ら 10 小 程 度 の 部 屋 で す 。 


盗聴 発見 機能 を 解除 する に は ? 
一 度 電源 を OFF に し 、[MONI (SCRT)]】 キ ー を 押し な が ら 電 源 を ON に し ます 。 


キー ロッ クツ 機能 マ . 潮 
同じ 設定 で 受信 、 待 ち 受 けし 続け た いと き な ど に 、 誤 操作 を 防止 する た め 、 一 時 的 に キー 
操作 を で き な く する 機能 で す 。 
キー ロッ ク 中 で も 次 の 機能 は 操作 で きま す 。 

・ モニター 機能 

・ 音量 、 ス ケル チ の 調整 

・ キー ロッ ク の 解除 


キー ロッ ク の 設定 手順 は 次 の と お り で す 。 


[FUNC/ENTER] キ ー を 約 1 秒間 押し 続け ます 。 
キー ロッ ク が 設定 され 、 デ ィ ス プレ イ に キー ロッ ク 中 を 示す マー ク が 点灯 し ます 。 


点灯 


キー ロッ ク を 解除 する に は ? 
や もう一度 、[FUNC/ENTEH] キ ー を 約 ] 秒間 押し 続け ます 。 キ ー ロ ッ ク が 解除 され 、 キ ー 
ロッ ク 中 を 示す マー ク が 消え ます 。 


ご ど ア 


り 定 補 り 泡 評 SXFT ロ 


、。- 生 結 し 


5 FT 補 
リセ ゼット の し が た 。 主 。 生 
メモ リー の 登録 内 容 や 、 各 種 設定 な ど を 消去 し 、 初 期 設定 に 戻す こと が で きま す 。 
リセ ッ ト に は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 
バー トリ セッ ト (PArt) . ・ ・・ メ モリ ー の 登録 内 容 は 保持 し 、 そ れ 以外 の 各 設 定 「 
内 容 を リセ ッ ト し ます 。 


オラ ルル EMRNAU つこ つか メモ リー お よび 台 設 定 内 容 を 全て リセ ッ ト し ます 。 
(プリ セッ ト の 登録 内 容 は リセ ッ ト で きま せん 。) 
リセ ッ ト の 手順 は 次 の と お り で す 。 


7 [FUNC/ENTER] キ ー を 押し な が ら 、 電 源 を ON に し ます 。 
ディ スプ レイ に 「CAnCEL」 と 表示 され ます 。 


の [4/ マ ] キ ー で リセ ッ ト の 方 法 を 選択 し ます 。 
[CAnCEL」、「PArt」、「ALL」 か ら 選 択 し ます 。 リ セッ ト を キャ ン セ ル し た いと き は 、 
[CAnCEL」 を 選択 し ます 。 


uu 夫 GH CxTO 生生 商 還 


リセ ッ ト の 方 法 を 選択 


ざ ば [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
リセ ッ ト を 実行 し ます 。 


メ モ 
NN イー ジー モー ド か が か ら リ セッ ト す る 場合 は 、 バ ー ト リセ ッ ト し か が で きま せん 。 
・ エキ スパ バート モー ド か ら リ セッ ト し た 場合 は 、 イ ー ジ ー モ ー ド に 戻り ます 。 


ど 


較 クロ ー ツ 機能 . 3 
クロ ー ン 機能 と は 、1 台 の DJ-X2 に 設定 し た メモ リー や 設定 の 内 容 を 、 他 の DJ-X2 に 
転送 し 、 同 じ 設 定 内 容 に する 機能 で す 。 
クロ ー ン 機 能 を 実行 する と 、 親 機 ( ク ロー ン 送 信 側 ) の 全て の メモ リー、 設 定 内 容 が 子 機 
(クロ ー ン 受信 側 ) に コピ ー さ れ ま す 。 


クロ ー ン 機能 の 操作 手順 は 次 の とお り で す 。 
ガ 親 機 (クロ ー ン 送信 側 ) と 子 機 ( ク ロー ン 受 信 側 ) 両 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


の っ 台 の DJJXS の イヤ ホン ジャ ッ ク を クロ ー ン ケー ブル で 接続 し ます 。 


DJ-XG の イヤ ホン 
ジャ ッ ク へ 接続 


DJXG の イヤ ホン 
ジャ ッ ク へ 接続 


び 親 機 を 、[VOL/SQL (SET)] キ ー を 押し な が ら 電 源 を ON に し ます 。 
ディ スプ レイ に 「[CLonE」 と 表示 され ます 。 


グイ 子 欄 の 電 源 を ON に し ます 。 


ご 9 


り /9 ま 計り 泡 層 GXP ロ 


urSnu き oxTn 和議 


30 


の 親 機 の [A] キ ー を 押し ます 。 
クロ ー ン を 開始 し 、 規 機 の ディ スプ ブレ イ に は [Sd ロロ ロロ 」、 子 機 の ディ スプ レイ に 
は 「Ld 品 ロロ ロ 」 と 表示 され ます 。 


( 親 旨 ) ( 子 機 ) 


クロ ー ン が 正常 に 終了 する と 、 両 機 の ディ スプ レイ に 「PASS」 と 和 表示 され ます 。 
電源 を DFF に し 、 も う 一 度 ON に する と 通常 どおり に 使え る よう に な り ま す 。 


半 注 意 ! 

・ テ ー タ の 送受 信 中 は ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 

・ ク ロー ン 機 能 を 実行 する と 、 子 機 の デー タ は 全て 親 機 の デー タ に 更新 され て し まい ます 。 
ご 注意 くだ さい 。 

・「PASS」 表示 の あと 、 ク ロー ン ケ ー ブ ル を 抜い た と き や 、 相 手 側 の 電 基 を 切っ た と き な 
選 に 「CoMErr」 が 表示 され ます が 、 問 題 な く ク ロー ン さ れ て いま す 。 


「Error」 と 表示 され た と き は ? 
転送 中 に 不正 な デー タ が 送ら れ た 場合 は 、 両 機 の ディ スプ レイ に [Error」 と 表示 され ます 。 
親 機 の [4] キー を 押す と 、 ク ロー ン を 再開 し ます 。 


「CoMErr」 と 表示 され た と き は ? 
接続 上 の 不具 合 が 発生 し た 場合 は 、 両 機 の ディ スプ レイ に 「CoMErr」 と 表示 され ます 。 
親 機 の [人 4] キー を 押す と 、 ク ロー ン を 再開 し ます 。 


続け て 別 の DJ-X ら ( 子 機 ) に も コピ ー す る に は ? 
クロ ー ン 機能 終了 後 、 親 科 は その まま で 別 の 子 機 に つなぎ 替え ます 。 親 機 の [る] キー を 押 
す と 、 グ ロー ン を 開始 し ます 。 


電池 の 残 量 が 少な く な る と 、 デ ィ ス プレ イ に 電池 マー クタ が 点灯 し ます 。 電 池 マ ー ク が 点灯 
する と 、 す ぐに 使え な く な り ま す 。 
乾電池 を 新品 に 交換 する か 、 内 茂 リ チ ウ ムイ オン 電池 を 充 宮 し て くだ さい 。 


点灯 
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ur ま 冊 り 訂 代 GX-PO 


DJ-X2 に は 、「 イ ー ジ ー モ ー ド 」 と 「 エ キス パー トモ ー ド 」 の 2 つの モー ド が あり ます 。 
エキ スパ ー ト モー ド で は 、 次 の 機能 が 使え ます 。 


メモ リー 機能 (P33) 
アン テ ナ の 設定 (P36) 
電波 型式 の 設定 ( 民 の 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 (P38) 
メモ リー スキ ッ プ 機能 (P38) 
音声 反転 秘話 機能 (P.40) 
セッ トモ ー ド 機能 (P.41) 


この 章 で は 、 エ キス パー トモ ー ド で の 便利 な 機能 に つい て 説明 し ます 。 


エキ スバ パート モー ド へ の 切り 替え 議 和 PS 
工場 出荷 時 に は 、DJ-X2 は イー ジー モー ド に 設定 され て いま す 。 
エキ スバ パー トモ ー ド に 切り 替え る 手順 は 次 の とお り で す 。 


7 [V/P/M (MW)] キ ー を 押し な が ら 、 電 源 を ON に し ます 。 
ディ スプ レイ に 「EASy」 と 表示 され ます 。 


グ [A/ マ ] キ ー を 押し ます 。 
表示 が 「Pro」 に 変わ り ま す 。 


ut と 起 テ ー ロ テー ニ x TH 還 敵 


「Pro」 表示 


[る / ヤ ] キ ー を 押す ご と に 「Pro」 一 「EASy」 一 「Pro」 … と 表示 が 変わ り ま す 。 表 
示 を を 「Pro」 に 合わ せま す 。 


[FUNC/ENTER] キ ー を 押す と 、 エ キス パー トモ ー ド に 切り 替わり ます 。 


イー ジー モー ド に 戻す に は ? 
手順 2 で 表示 を 「EASy」 に 合わ せ て [FUNC/ENTEH] キ ー を 押し ます 。 


づ ど ご 


メ モ 
Ni エキ スバ パー トモ ー ド で 設定 し た 内 容 は 、 イ ー ジ ー モ ー ド に 切り 替え た あと も 有効 で す が 、 
ご プ イー ジー モー ド で 設定 内 容 を 変え る こと は で きま せん . 


mr 
メモ リー 機能 9 ォ 9 
メモ リー 機能 と は 、 よ く 使 う 周波 数 な ど を 登録 し 、 用 途 に 応じ て 呼び 出し 受信 する 機能 で 
す 。 登 録 さ れ た 周波 数 を チャ ン ネ ル と 呼び ます 。 

DJ-XG に は 、 メ モリ ー バ ンク チャ ン ネ ル 、 プ ログ ラム チャ ン ネ ル 、 サ ー チ パス メモ リー 
チャ ン ネ ル 、 プ ライ オリ ティ ー チ ャ ン ネ ル の 4 種類 の メモ リー 機能 が あり ます 。 


一 メモ リー の 種類 と 使い 方 
メモ リー バン クチ ャ ン ネ ル … …… メ モリ ー モ ー ド で 呼び 出す チャ ツン ネル で す 。 
7Och X 10 バ ンク 合計 700ch の 周波 数 を 登録 


で きま す 。 よ く 使 う 周 波数 を 登録 し て お く と 、 科 
単に 呼び 出す こと が で きま す 。 
プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル ・・・ プロ グラ ム ス キ ャ ン 機 能 に 使用 し ます 。20 組 の 
周波 数 範囲 (上 限 と 下限 ) を 登録 で きま す 。(P.293) 
サー チバ パス メモ リー チャ ン ネ ル ・・・・ 使 いた く な い 周 波数 を 登録 し て お く と 、VF0 ス 


キャ ン 時 と プロ グラ ム ス キ ャ ン 時 に その 周波 数 を 
パス し ます 。100Och の 周波 数 を 登録 で きま す 。 

プラ イオ リティ ー チ ャ ン ネ ル ・・・・・‥ プ ライ オリ ティ ー 機 能 に 使用 し ます 。8ch の 周波 
数 を 登録 で きま す 。(P.46) 


証 チ ャ ン ネ ル の 登録 
チャ ン ネ ル の 登録 方 法 は 次 の と お り で す 。 


ナ VEO モー ド で 登録 し た い 周 波数 を 設定 し ます 。 


グ [FUNC/ENTERH] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ ブレ イ に 「F」 か 点灯 し ます 。 
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ニ 革 日 


uirN す と 夫 評 ー ロ テー 


ur ご と 南 語 テー ロナ テー こせ ロ 壮 称 ed 許 


う 4 


ば [10MHz (BANK)] キ ー で バン ク を 選択 し ます 。 
バン ク NoO. 


10MHz (BANK] キ ー を 押す ご と に 、 デ ィ ス プレ イ 左 上 の 表示 が 「0」 一 「1」 一 
「2J …ー「B」 一 「A」 一 「P] 一 ー「0] … の 順に 変わ り ます 。 


バン ク と メモ リー の 種類 の 関係 は 次 の と お り で す 。 
0 一 9 ・ メモ リー チャ ン ネ ル 用 バン ク 
A、B ・ プ ログ ラム スキ ャ ンチ ャ ン ネ ル 用 バン ク 
P : プラ イオ リティ ー チ ャ ン ネ ル 用 バン ク 
J - サー チバ パス メモ リー チャ ン ネ ル 用 バン ク 
用 途 に 応じ て 登録 する バン ク を 選択 し ます 。 


[4/ マ ] キ ー で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


TTP チャ ン ネ ル No. 
バン ク の 種類 に よっ て 登録 で きる チャ ン ネ ル 数 は 次 の と お り で す 。 
バン ク 0 一 8 . 00ー69 
バン ク A、B AOO0 て B19 
バン クロ - 00 一 07 
バン ク J . 00- 9 


の [WP/M (MW) ] キ ー を 押し ます 。 
チャ ン ネ ル に 周波 数 が 登録 され ます 。 


メ モ 
・ メモ リー の 追加 増設 は で きま せん 。 


初期 設定 で は メモ リー の 上 和書 き は で きま せん 。 詳 細 は 「 メ モリ ー 上 書き 設定 ] (P.46) を お 
読み くだ さい 、。 


ミー ピ is 


代 5 デ 
| ーー re に ここ うつ ED) 


謀 チ ャ ン ネ ル の 呼び 出し 
チャ ン ネ ル に 登録 され た 周波 数 を 呼び 出す 方 法 は 次 の と お り で す 。 


了 [V/P/M (MW)] キ ー で 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 
の [1OMHz (BANK)] キ ー で バン ク を 選択 し ます 。 


[4/ マ ] キ ー で チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 
バン ク No. 


と 


チャ ン ネ ル No. 
登録 され て いな い バ ンク 、 チ ャ ン ネ ル は 選択 で きま せん 。 


圏 チ ャ ン ネ ル の 消去 
チャ ン ネ ル に 登録 され た 周波 数 を 消去 する 方 法 は 次 の と お り で す 。 


ui 中 計 1 ン 半 一 由 テ ー ニ サロ 


[WP/M (MW)] キ ー で メモ リー モー ド に し ます 。 
の 消去 し た い チ ャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


づ [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F」 が 点灯 し ます 。 


信 [VP/M (MW)] キ ー を 押し ます 。 
選択 し た チャ ン ネ ル が 消去 され ます 。 


メ モ 
NN きじ た テ ャ ン キ ルー で 寺 す る と と 9 で を ます 。 は 、「 リ セッ ト の し か 7 
(P'28) を お 読 みく だ さい 。 


づら 


| A / 


こせ 日 


MrN「 ン 交 貞 一 由 テ テー 


アン テ ナ の 設定 
DJ-X ら は 、 受 信 す る 周波 数 帯 に 応じ て アン テ ナ の 種類 の 切り 替え が で きま す 。DJ-X ら の 
アン テ ナ に は 次 の 3 種類 が あり ます 。 


beD ン チル の の on Smo で の 付属 の SMA 型 ア ン テ ナ で す 。 

ROD ジ の 2/ プ 0 の oh イヤ ホン の コー ド が アン テ ナ に な り ま す 。 

パー アン テナー ーー ーー ーー 本 体内 蔵 の アン テ ナ で す 。AM ラジ オ 帯 の 528 
ー 162O0kHz を 受信 し ます 。 


アン テ ナ を 切り 替え る 手順 は 次 の と お り で す 。 


田 52 ら ー 1620KHz を 除く 周波 数 帯 の 場合 


[FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F」 が 点灯 し ます 。 


グ [MHz (ANT)] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に イヤ ホン アン テ ナ を 示す 「EAr」 の ON/OFF が 表示 され ます 。 


ON/OFF 選 択 


[4A/ マ ] キ ー で イヤ ホン アン テ ナ の DN/OFF を 選択 し ます 。 
EAr on : イヤ ホン アン テ ナ で 受信 し ます 
EAT oF  : 外 部 アン テ ナ で 受信 し ます 。 
(初期 設定 は OFF で す 。) 


イ [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
アン テ ナ 設 定 を 完了 し ます 。 


メ モ 
NN イヤ ホン アン テ ナ は 、 コ ー ド の 状態 に よっ て 受信 され る 信号 が 不安 定 に な る こと が あり ます 。 


di 


一 5 らら 1620kHz の 周波 数 帯 の 場合 
P.36 の 手順 1、2 つ で 、 デ ィ ス プレ イ に バー アン テ ナ を 示す 「bAr」 の ON/OFF が 表示 さ 


れ ま す 。 
bAr on ・ バー アン テ ナ で 受信 し ます 。 
bAr OF - 外部 アン テ ナ で 受信 し ます 。 


(初期 設定 は UN で す 。) 
[FUNC/ENTERH] キ ー を 押し て 、 設定 を 完了 し ます 。 


電波 型式 の 設定 


電波 型式 (MODE) を AM、FM、 WFM か ら 選 択 で きま す 。 
手順 は 次 の と お り で す 。 


了 [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F」 が 点灯 し ます 。 


の [SCAN (MODE)] キ ー で 、 寺 波 加 式 を 選択 し ます 。 
「F」 点灯 AM、FM、WFM か ら 選 択 


[SCAN (MODE)] キ ー 押 すご と に 、 表 示 が 「AM」 一 「FM」 一 「WFM」 一 「AM] 
… の 順に 秋 わ り ま す 。 


ば [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
電波 型式 の 設定 を 完了 し ます 。 


電波 型式 を 変更 で を な いと き は ? 
チャ ン ネ ルス テッ プ を AUTO に 設定 し て いる と き は 、 の 更 で きま せん 。 詳細 
は 、 次 の 「 チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 ]」 を お 読み くだ さ 


づ ア 


ニ せ H 


wrt ご 起 評 テー 貼 ナ ー 


ニニ 2 せ H 


中 守 ロ ン 癒 評 アー テー 


EE だ 1 


チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 Ma 二 
チャ ン ネ ルス テッ プ と は 、 周 波数 を 調整 する と き の ワ ンス テッ プ あ た り の 増減 量 で す 。 
VFO モー ド で 周波 数 を 調整 する と き 、[ 全 / ヤ ] キ ー を |] 回 押す ご と に 何 kHz 増減 する か を 
設定 し ます 。 

手順 は 次 の ゆ とおり で す 。 


[vV/P/M (MW)] キ ー で 、VFO モー ド に し ます 。 


グ [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F] が 点灯 し ます 。 


ざ [PS (STEP/SKIP)] キ ー を 押し ます 。 
現在 選択 され て いる チャ ン ネ ルス テッ プ が 表示 され ます 。 初期 設定 は 「AUto」 で す 。 


[F」 点灯 


チャ ン ネ ルス テッ プ 


人 プ [ ム / マ ] キ ー で チャ ン ネ ルス テッ プ を 選択 し ます 。 
5、6.25、8.33、10、12.5、15、20、25、30、50、100、AUTO か ら 選 択 
し ます 。 単位 は kHz で す 。 


の [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 を 完了 し ます 。 


メ モ 
NN ・ AUTO は 、 難 周波 数 で 適正 の チャ ン ネ ルス テッ プ と 和 電波 形式 を 自動 的 に 設定 する 機能 で す 。 
AUTO に 設定 され て いる と き は 、 電 波形 式 の 設定 を 変え る こと は で きま せん 。 

・ AM ラジ オ 帯 の チャ ン ネ ルス テッ プ は gkHz に 固定 され て いま す 。 


メモ リー スキ ッ プ 機能 1 議 「 
メモ リー スキ ッ プ 機能 と は 、 メモ リー スキ ャ ン 時 に 、 設 定 し た メモ リー チャ ン ネ ル を スキ ッ 
プ さ せる 機能 で す 。 

スキ ッ プ させ た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 設定 する 手順 は 、 次 の と お り で す 。 


ー 


す [MP/M (MW)] キ ー で 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 
の スキ ッ プ させ た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 


[FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F」 が 点灯 し ます 。 


プ [ps (STEP/SKIP)] キ ー を 押し ます 。 
メモ リー スキ ッ プ が 設定 され ます 。 


メモ リー スキ ッ プ を 解除 する に は ? 
メモ リー スキ ッ プ を 解 際 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し て 、 上 記 の 手順 3、4 の 操 
作 を し ます 。 
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ut と 均 司 一 由 テ ー ニ メジ せ H 


ニニ 2 せ H 


Mr と 立 テ 一 貼 テ ー 


ーー イー 。。 
ゃ 


間 音声 反転 秘話 機能 っ 


音声 反転 秘話 機能 で 音声 を 反転 し て いる 信号 を 、 元 の 状態 に 戻す 機能 で す 。 
手順 は 次 の と お り で す 。 


音声 を 反転 し て いる 信号 の 周波 数 に 合わ せま す 。 


の [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「F]」 が 点灯 し ます 。 


づ [MONI (SCRT)] キ ー を 押し ます 。 
音声 反転 秘話 機能 が 動作 し 、 デ ィ ス プレ イ 左 上 に 「 島 が 点 減 し ます 。 
ディ スプ レイ に 音声 反転 用 の キャ リア 番号 が 表示 され ます 。 
[4/] キ ー で キャ リア 番号 を 変更 で きま す 。 


人 イ [ ム 4/ マ ] キ ー で 、 キ ャ リア 番号 を 合わ せま す 。 
キャ リア 番号 は 01 - 17 か ら 選 択 し ます 。 キ ャ リア 番号 を 変更 し な が ら 、 音 声 が 認 
識 で きる 状態 に 合わ せま す 。 


メ モ 
Ni [FUNC/ENTER] キ ー を 押す と 、 設 定 し た キャ リア 番号 で 音声 反転 秘話 機能 を 動作 させ な が 
ら 受 信 周 波数 を 変更 で きま す . 


音声 反転 秘話 機能 を 解除 する に は ? 
[FUNC/ENTER] キ ー を 押し て か ら 、[MONI (SCHT)] キ ー を 押し ます 。 


1 で 
各種 機能 を より 使い や すく する た め に 、DJ-X2 を カス タマ イズ する 機能 で す 。 
次 の 項目 の 設定 が で きま す 。 
ATT( ア ッ テ ネ ー タ ) 機 能 (P4) 
バン クリ ンク 設定 (P.42) 
BEEP( ビ ー ブ 音 ) 機 能 (P.43) 
LAMP( ラ ンプ 機能 (P.43) 
タイ マー スキ ャ ン / ビ ジー スキ ャ ン 設 定 (P.44) 
BS( バ ッ テ リ ー セ ー ブ ) 機 能 (P.44) 
APO( オ ー ト バ パワー オフ ) 機 能 (P.45) 
盗聴 機 発見 機能 の 感度 設定 (P.45) ェ 
メモ リー 上 書き 禁止 (P.46) ス 
PRIO( プ ライ オリ ティ ー) 機 能 (P.46) 人 
ト 
一 各 項目 の 設定 方 法 モ 
セッ トモ ー ド の 損 頂 目 は 、 次 の 方 法 で 設定 し ます 。 1 
7 [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 い 
ディ スプ レイ に 「F」 が 点灯 し ます 。 と 
そ 
の [VoL/SQL (SET)] キ ー を 押し ます 。 う 


セッ トモ ー ド に 入り 、 項 目 名 が 表示 され ます 。 
IF」 点灯 


セッ トモ ー ド 項目 


ば [VOL/SQL (SET)] キ ー で 設定 する 項 自 を 選択 し ます 。 
[VOL/SQL (SET)] キ ー を 押す ご と に 、 項 目 の 素 示 が 次 の よう に 変わ り ま す 。 
「Att」 一 「bL」 一 「bEEP」 一 「LP」 一 「tIMEr (また は bUSy)」 一 「bS」 一 
「APOJ ーー [AP」 一 「ov」 一 Pr| 一 「Att」… 


人 プ [4/ マ キー で 設定 値 を 変更 し ます 。 


の [FUNC/ENTER] キ ー を 押し ます 。 
設定 を 完了 し ます 。 


設定 の 詳細 は 、 次 を お 読み くだ さい 。 


人 41 


ニニ 2 せ H 


UN 人 中 ど 交 評 アー 中 テー 


証 AT1( ア ッ テ ネ ー タ ) 機 能 
他 の チャ ン ネ ル か ら の 影響 を 軽減 する 機能 で す 。 
受信 し て いる 信号 が 他 の チャ ン ネ ル の 強 力 な 信号 の 影響 を 受け て いる よう な 場合 に 使用 し 
ます 。 
ATT 機能 を UN に する と 受信 信号 レベ ル で 約 2OdB 減 誤 し ます 。 


セッ トモ ー ド で 「Att」 の 項目 に 合わ せま す 。 


ON/OFF 選 
- [る /〒] キ ー で 、OIN/OFF を 設定 し ます 。 
初期 設定 は OFF で す 。 


一 バン クリ ンク 設定 
リン ク し た 複数 の バン ク を スキ ャ ン す る 「 バ ンク リン クス キャ ン 」 の た め の 設 定 で す 。 
10 組 ある バン ク の 中 か ら 5 バ ンク まで リン ク で きま す 。 


セッ トモ ー ド で 「bL」 の 項目 に 合わ せま す 。 


バン クリ ンク 番号 バン ク 
[る /〒 ヤ ] キ ー で 、 バ ンク リン ク 番 号 を 選択 し ます 。 
・[10MHz (BANK)] キ ー で 、 バ ンク リン ク し た い バ ンク を 選択 し ます 。 バ ンク リン ク 番 
号 0 一 4 に 対し て 、 リ ンク し た い バ ンク を 1 つ す ずつ 割り 当て ます 。 


メ モ 
NN - バン タリ ンク に 1 バン クタ し か が 入っ て いな い 状 態 で バン クリ ンク スキ ャ ン を し た 場合 、 設 
こ し て いる バン クリ ンク の 1 バン ク 分 だ け を スキ ャ ン し ます 。 
・ バ ンク リン クス キャ ン の 詳細 は 、「 メ モリ ー ス キャ ン 」 (P.xx) を お み くだ さい 。 
・ 盗 肝 機 発見 機能 時 の スキ ャ ン に は 、 バ ンク リン ク の 設定 が 反映 され ます 。 
・ 座 幅 機 発見 機能 は 、 バ ンク リン ク さ れ た メモ リー の 中 か ら 盗 肝 器 を 探し だ し ます 。 
次 時 機 発見 機能 を 使用 する 場合 は 、 必 ず 対 応 す る バン ク を リン ク 設 定 し て くだ さい 。 


4 ど 


> ・ 
に tl _ 
| の 


一 BEEP( ビ ー ブ 音 ) 機 能 
キー 操作 時 の ビー プ 斉 の ON/OFF を 設定 し ます 。 


セッ トモ ー ド で 「bEEP」 の 項目 に 合わ せま す 。 


ON/OFF 選 択 


・ [人 /〒] キ ー で 、ON/OFF を 設定 し ます 。 
・ 初期 設定 は ON で す 。 


一 LAMP( ラ ンプ ) 機 能 
ディ スプ レイ の 照明 の ON/OFF を 設定 し ます 。 
ON 設定 時 は 、 い ずれ か の キー を 操作 する と ディ スプ レイ の 照明 が 点灯 し ます 。 無 操作 状 
態 が 5 秒間 続く と 、 自 動 的 に 消灯 し ます 。 


セッ トモ ー ド で 「LP」 の 項目 に 合わ せま す 。 


ON/OFF 選 択 


・ [る / 平 ] キ ー で 、ON/OFF を 設定 し ます 。 
・ 初期 設定 は OFF で す 。 
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ゅ 対 1 ン 商 計 テー ロナ テー ニハ TH 連 衝 埋 還 


園 タ イマ ー ス キャ ン / ビ ジー スキ ャ ン 設 定 
スキ ャ ン の 再開 条件 を 設定 し ます 。 
スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 一時 停止 し ます が 、 こ の 設定 に より どの よう な 
と き に スキ ャ ン を 再開 する か を 設定 で きま す 。 


タイ マー スキ ャ ン (tIMEr) 信号 を 受信 中 で も 5 秒 経 過す る と スキ ャ ン を 再開 
し ます 。 
ビジ ー ス キャ ン (DbUSy) … ・・・… 信 号 を 受信 し な く な る と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 


セッ トモ ー ド で 【[tIMEr (また は bUSy)」 の 項目 に 合わ せま す 。 


タイ マー/ ビ ジー スキ ャ ン 選 択 


[る /〒] キ ー で 、 タ イマ ー/ ビ ジー スキ ャ ン を 設定 し ます 。 
初期 設定 は タイ マー スキ ャ ン で す 。 


還 B ら (バッ テリ ー セ ー づ ) 機 能 
電池 を 長持ち させ る た め の 機 能 で す 。 
待ち 受け 状態 が 5 秒 以上 続く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に ON/OFF させ て 電池 の 消耗 を 少な 
くし ます 。 


ut と 起き テー ポテ ー ニ ATH 壮 e 議 


セッ トモ ー ド で 「bS」 の 項目 に 合わ せま す 。 


ON/OFF 選 択 


・ [人 / ヤ ] キ ー で 、ON/OFF を 設定 し ます 。 
初期 設定 は ON で す 。 


s ま " 


是 APD( オ ー ト バ ワ ー オ フ ) 機 能 
電源 を 切り 忘れ て も 、 自 動 的 に 電源 を 切る 機能 で す 。 
電源 が 切れ る まで の 時 間 は 30 分 、60 分 、90 分 、OFF か ら 選 択 で きま す 。OFF に 設定 
する と APO 機能 は 動作 し ませ ん 。 


セッ トモ ー ド で 「APO」 の 項目 に 合わ せま す 。 


時 間 を 選択 


[ 全 /] キ ー で 、 時 間 を 設定 し ます 。 
・ 初期 設定 は OFF で す 。 
・ ス キャ ン 中 は APO 機能 は 動作 し ませ ん 。 


還 次 聴 機 発見 機能 の 感度 設定 
盗 有機 発見 機能 動作 時 の 探知 感度 を 1 ( 高 )- 5( 低 ) か ら 選択 し ます 。 


uiNTI ン 次 評 テー ロナ ー ニ ハト 半 了 生 対 


セッ トモ ー ド で 【[tAP」 の 項目 に 合わ せま す 。 


「[ 信 / ヤ ] キ ー で 、 感 度 を 設定 し ます 。 
・ 初期 設定 は 3 で す 。 
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T Ei DR we 
本 Sr 「。 」 拓夫 」 の 
ど = 
証 メ モリ ー 上 書き 設定 
すでに 登録 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル を 別 の 内 容 に 上 書き する か 、 し な いか の 設定 が 


で きま す 。 


セッ トモ ー ド で 「ov」 の 項目 に 合わ せま す 。 


5 
エ ON/OFF 選 択 
ス [4A/ ャ ] キー で 上 書き 可 / 不 可 の 設定 を し ます 。 
放 [ov on] : 上 書き 可 
ト 「ov oF] : 上 婁 き 不 可 
電 初期 設定 は 上 書き 不可 (OFF) で す 。 
を 
全 
ど 。 証 PRIU( プ ライ オリ ティ ー) 機 能 
な 2 つの 周波 数 を 交互 に 受信 し 、 待 ち 受け を 効率 良く する 機能 で す 。 
う VFO モー ド を 5 秒 受 信 す る ご と に 、 プ ライ オリ ティ ー チ ャ ン ネ ル を 0.5 秒 受信 し 、 受 信 


状態 を チェ ッ ク で きま す 。 


セッ トモ ー ド で 「Pr」 の 項目 に 合わ せま す 。 
プラ イオ リティ ー チ ャ ン ネ ル 


・ [人 る / 補 ] キ ー で 、 プ ライ オリ ティ ー チ ャ ン ネ ル を Och 一 7ch か ら 選 択 し ます 。 

・ 初期 設定 は OFF で す 。 

・ プ ライ オリ ティ ー 動 作 中 は 、 ス キャ ン は で きま せん 。 

・ プ ライ オリ ティ ー チ ャ ン ネ ル 側 で 受信 し た 場合 は 、 受 信 時 間 が 2 秒 延 長 さ れ ま す 。 


プラ イオ リティ ー を 解除 する に は ? 
プラ イオ リティ ー 動 作 中 に 、[SCAN (MODE)]、[PS (STEP/SKIP)]、[FUNC 
(ENTER)] の いずれ が か の キー を 押し ます 。 
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トラ ブ プル シュ ー テ ィング 

使用 中 に トラ ブル が 起き た 場合 は 、 次 の こと を ご 裕 認 くだ さい 、 

また 、 処 置 を し て も 解決 し な い 場 合 は 、 リ セッ ト す る こと で 解決 する 場合 が あり ます 。 
考え られ る 原因 。 |  。 対称 記法 。。。 ] 

昌 g 電 池 を 入れ 替え る (リチウム 

電池 が 消 和 し て いる 。 | し オー 電池 は 充電 する ) 。 

内 大 / 外 部 バッ テリ 切り | 内 惹 / 外 部 バッ テリ スイ ッ チ を 確 

替え スイ ッ チ の 間違い 。 


認 し て 切り 替え る 。 
音量 レベ ル が 低 す ぎる 。 | 音量 を 上 げ る 。 


ュ ノ ババ 寺 て 
MM 幸 続 され て | し し ホン を は ず す 。 


スケ ル チ レ ベル を 調整 、 ま た は 


電源 が 入ら な い 。 


スピ ビー カー か ら 音 が 
出 な い 。 


閉じ て いる 。 
スケ ル チ が 閉じ て し OFF に する 。 
スケ ル チ レ ベル が 高 す | スケ ル チ レ ベル を 調整 、 ま た は 
ぎる 。 OFF に する 。 


アッ テ ネ ー タ ー が ON に | 。 _ 
本 の らい アッ テ ネ ー タ ー を OFF に する 。 


アン テ ナ 切 り 替 え ス イッ 
チ が 適当 で な い (SMA、 
EAH ア ン テ ナ 、BAR ア ン 
区 兆 08 


周波 数 が 合っ て いな い 。 


使用 する アン テ ナ の 種類 を 確認 
し て 切り 替え る 。 


周波 数 ステ ッ プ を 変え て 、 周 波 
数 を 調整 する 。 
加 波 氏 が 合っ て いな LU | 適切 な 電波 型式 に 設定 する 。 
軸 乾電池 を 入れ 替え る (リチウム 
電池 が 消耗 し て いる 。 | し オン 電池 は 充電 する ) 。 


周波 数 な どの 設定 が | キー ロッ ク が か が か っ て 
で きま な い 。 いる 。 キー ロッ ク を 解除 する 。 
呈 電源 を 入れ 直す (解決 し な い ) 場 
\ ミ >) 還 
CPU が 誤 動作 し て いる 合 は リセ ッ ト す る ) 。 


商 了 乾電池 を 入れ 替え る (リチウム 
\* 当 ま て 
05HSIGIM SA イオ ン 電 池 は 充電 する ) 。 


受信 音 が 悪い 。 


異常 な 表示 や 動作 に 
な る 。 


4 ア 


アワ タ 吉 拓本 ち 5 いて 議 還 まあ 


古 保 証書 
保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 
大 切 に 保存 し て くだ さい 。 

一 保証 期間 


お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 

正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 
を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


4 一 保証 期間 が 経過 し た 場合 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 
付 で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 


アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に 
ご 相談 くだ さい 。 
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時 定格 


は a 


主 一 般 仕 欄 


周波 数 動作 範囲 

受信 周波 数 範囲 

電波 型式 

アン テ ナ イ ン ビ ピー ダ ンス 
アン テ ナ 端 子 

電源 電圧 


接地 方 式 
消費 電流 


使用 温度 雪 囲 
周波 数 安定 度 
外形 寸法 
重 量 


一 受信 部 


受信 方 式 
中 間 周波 数 
選択 度 


受信 感度 


typ. 値 FM 


WFM 


AM 


「 二 室 チャ 内 


: 0.522~ 989.985MHz 

・ 0.52 の て 988.985MHz 
"FM、WFM、AM 

- 50 O 不 平衡 

・ SMA 型 

~ DC3.8V (内 蔵 リ チ ウ ムイ オン 電池 ) 


DC4.5V (EDH-27 使用 時 ) 


.。 マイ ナス 接地 
. 待ち 受け 時 約 BOmA 


バッ テリ ー セ ー ブ プ 時 (1:4) 約 25mA 4 


ーー 10-+60C 

: 土 5ppm (- 10~ 士 60 や ) 付 
: 58(W) x 90(H) x 15(D)mm (突起 物 を 除く ) 

. 約 B5g (リチウム イオ ン 電 池 含む ) 録 


トリ プル スー パー へ ヘテロダイン 


・ 1st 248.45MHz、 ら nd 38.85MHz、3rd 45O0KHz 
: AM/FM - 6dB/12kHz 以上 、- 60dB/30kHz 以下 


WFM  -BdgB/150kHz 以上 

・ FM/WFM 12dB SINAD、AM 10dB S/N 

・ 3③0< 108 0.6duV (一 4dBuj) 
136 ー らら 0.4uV (一 8dBU) 
らら どー 470 O.5uV (一 GdBU) 
470 一 7Z0 0.56uV (-- 5dBu) 
ZZ70 一 1000 0.Z1uV (一 3GdBu) 

・ 76 一 108 3. ど uV (10dBU) 
175 2 ら ど .uV (7dBU) 
470 一 ア Z0 づ . ど UV (10dBu) 

. 0.5 一 1.6 ら 7.1uV (17dBu) 
1.6 ら 一 30 1.4uV (3dBU) 
108ー 136 ど .DuV (GdBu) 
どら どー 330 1.BuV (5dBU) 
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S0 


っ ょ = 


[VOUSQL GET) キ ー、【 ム / マ キー で 調 難 
スケ ル チ レ ベル の 調整 [VOLSGL GET) キ 一 [A/ ャ キー で 調 


[人 る / マ ] キ ー 
周波 数 の 設定 


LMHz (ANT)] 二 [人 人 / ヤ ] キ ー 
[IOMHz (BANKj 二 [人 4/ マ ] キ ー 


[MONI (SCHT)】 キ ー P.18 
VFO ス キャ ン [SCAN (MODE)] キ ー 
プリ セッ トス キャ ン [SCAN (MODE)] キ ー 


[PS (STEP/SKIP)] キ ー 
プロ グラ ムズ スキャン [4/〒] キ ー で 選択 後 [PS (STEP/SKIPJ] 
キー で 開始 


[SCAN (MODE)] キ ー 
メモ リー スキ ャ ン [る / ヤ ] キ ー で 選択 後 [SCAN (MODEj] | P.24 
キー で 開始 


[V/P/M (MW)] キ ー を 押し 
の [人 / ヤ ] キ ー で 選択 
人 8 トバ ンク の 切 E 
EMMA トチ ャ ン ネ ル 


メモ リー チャ ン ネ ル の 書き 込み | [FUNC/ENTER]+[V/P/M (MW)j キ ー 33 


UE MHz (ANTjj キ ー 
ア - P 


[FUNC/ENTER]+[SCAN (MODE)】 キ ー 
(5282g 一 1620kHz と チャ ン ネ ルス テッ 
プ を AUTO に 設定 し て いる と き は 変更 
で さま せん ) 


2 (STEP/SKID)] 
チャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 
時 2 で 選択 


メモ リー スキ ッ プ 設定 BS (STEP/SKIP)】 


な が ら 電 源 ON 


U .U 
CO IM 
〇 


UTU UT. 
CO DI 
4 旨 


電波 型式 の 切り 和 替え 


(の) 
〇 


キー ロッ ク の ON/OFF FUNG/ENTERI キ ー] 秒間 
音声 反転 秘話 機能 の ON/OFF | [FUNC/ENTER]+[MONL (SCHT)] キ ー 26 
音声 反転 秘話 キャ リア 番号 の 変更 | [人 /] キ ー 


揮 作 内 容 


セッ トモ ー ド に 入る 


セッ トモ ー ド の 項目 選択 [VOL/SQL (SET)] キ ー 


セッ トモ ー ド の 内 容 選 択 


[FUNC/ZENTER] 十 [VOL/SQL 


[FUNC/ENTER1 キ ー で リセ ッ ト 
[MONI (SCRT)] キ ー を 押し な が ら 電 源 


[VOL/SQL (SET)]} キ ー を 押し な が ら 
[ 全 ] キー で スタ ー ト 


ら 1 


